
(三）
市電をおりると、にぎやかなこうさ点です。こうつうじゅんさがま

んなかに立って、こうつうのせいりをしています。手をいきおいよく
ふりあげて、ふえをならすと、とめられていた車や人が、いっせい
に動きだします。ひとりでに、信号が青くなったり、赤くなったりし
て、おもあわりさんがいないときでも、しょうとつしないようになって
います。
としおくんは、めずらしいので、目をさらのようにしています。す

ぐまえを、青いバスがいきました。タクシーがつづいていきます。じ
てんしゃもたくさん通ります。うまをつけた荷車も、一だいやって
きました。
こしのまがったおばあさんんも、ちいさな子どもに手をひかれ

て、ぶじにむこうがわへわたりました。道のはばは、たいそう広く
て、アスファルトでたいらにつくってあります。人は、道のりょうが
わの人道をあるくのです。この道も、コンクリートでできているの
で、雨あがりでも、楽にあるけます。
「ここは、とくににぎやかなところです。まるで川がながれるよう

に、車が続いていくでしょう。」にいさんは、としおくんにせつめい
しています。「しかし、こうつうのきそくさえまもっていれば、けっし
てあぶないめにはあいません。たとえば、そら、よこぎるときは、こ
の白いせんのあいだをわたるんですよ。」
四人は、あたりによく氣をつけながら、おうだんほどうをわたり



ました。
この通りには、大き

な本屋がたくさんなら
んでいます。古本の
店もあります。しばらく
歩いてみて、いちばん
大きな店にはいりまし
た。
本は、しゅるいによ

って、わけてならべて
あります。たろうくんたち

のよむ本は、ひだりのすみにありました。
おもしろそうなのがあまりたくさんあったので、きめるのにこまり
たろうくんとみつこさんは、一さつずつ、としおくんは、おみやげ

も入れて、三さつ買いました。たろうくんのは、いろいろなのりもの
のお話です。表紙には、ゲーブル･カーの絵が書いてありまし
た。

(四）
本屋の店を出ると、いつの間にか、日がかげっていました。

空には、だいぶん雲がでてきたようです。たろうくんたちは、りょう
がわの店をながめながら、すこし町をあるいてみました。
いろいろな店があります。ぼうし屋もくつ屋も、かなもの屋も、

かんぶつ屋もあります。とけいも賣っていますし、きれいなおもち
ゃも賣っています。ほしいものはなんでもありそうな氣がします。
としおくんは、店のかんばんに氣をとられて、もうすこしでポスト

にぶつかるところでした。
ゆうびんきょくもあります。ぎんこうもあります。えいがかんの前

には、人がたくさんいました。遠くに見える大きなたてものは、大
学だ、とにいさんがおしえてくれました。
ゆうびんきょくのうらに、丸やねの、大きなたてものがみえす。

いってみると、おおきな青物いちばでした。なかでは、男の人が



三、四人、元氣よくはたらいています。なかなかいそがしそうで
す。「まあ、おおきな
かぼちゃだわ。」み
つこさんが、大声を
だしました。すると
近くにいた若い人
がにっこりわらっ
て、「やあ、きょうは
もうおわりましたよ。
朝くれば、びっくり
するほどたくさんなり
ますよ。」とどなるよ

うにいいました。
きいてみると、朝は、たくさんの荷がはいるので、それこそ、目

のまわるようないそがしさだそうです。トラックやリヤカーや荷車
で、いなかからはこんでくるやさいを、ここからどんどん町に出し
てやります。町のやお屋が、あとからあとからやってきて、つぎつ
ぎにやさいをうけとっていきます。それが、みんなのおうちのだい
どころにまわっていくのです。
このいちばは、すぐ近くに鉄道の駅があるので、遠くからはこ

ばれてくるやさいやくだものをうけとるのにも、たいそうべんりで
す。とおくからくるやさいは、たいてい、まえの日のうちにとどきま
す。「ぼくの村のやさいも、やっぱりこんなところまでくるのかな
あ。」としおくんは、大発見をしたといった顔つきで、なんどもそう
いいました。「そうですよ。やさいだけじゃありません。魚だって、
やはり、鉄道ではこばれて、魚いちばにあつまります。さかな屋さ
んは、そこへとりにいくんですよ。」「わたし」、魚いちばにもいっ
てみたいわ。でも、きょうは、もうおそいわね。」
たろうくんたちは、もっと町をみてあるきたかったのですが、お

つとめの人たちが帰る時間になると、乗り物がたいへんこむの
で、いそいで電車にのることにしました。「おや、じんりきしゃがき
た。」「うん、まちでも、このごろまたふえてきたよ。ぼくも、このあ



いだ、乗せてもらった。」「まあ、あれ、おーとばいでしょう。にぎ
やかなところだ
と、なんだかぶ
つかりそうで、あ
ぶ ないわね 。
「あんなところ
で、あそんでい
る子がいる。あ
ぶないなあ。」
「でも、ほかにあ
そびばがないの
よ。きっと。」「だ
って、きのうラジ

オでもいってたよ．道であそんで、けがをする子がふえたって。」
「そうね。ああ、そうだわ。学校がいいわ。学校の運動場であ
そんだら。それに、こうえんだっていいと思うわ。この近くに、こう
えんはないのかしら。」「としちゃんのほうはいいね。あぶなくなくっ
て。」「そのかわり、とんぼをおいかけて、いけや川に落っこち
る。ぼく、この前、せみとりをしていて、みぞにおちちゃった。もう
すごしでとれるところだったのに。町はせみがいないね。」「この
へんでも、こうえんなんかにはいるって話よ。」

(五）
地下鉄の入り口にあ

る店で、にいさんは、ハ
ブラシを買いました。み
つこさんも、氣に入った
のをえらんで、ひとつ買
ってもらいました。「おか
あさんのも、」いたんでい
たわ。まあ、これがじょう
ぶそうでいいわ。おかあ



さん、この色きっとおすきよ。」おかあさんに買ったブラシは、すき
とおった水色のえに、まっ白な毛がついていました。みつこさん
んは、おみやげができたので、とくいです。

この店には、くす
りも賣っています。
店のなかが、よくせ
いとんされていて、
せいけつな感じがし
ます。たろうくんは、
おとなりのおじさん
が、いつものんでい
るくすりのびんと、お
なじのをみつえまし
た。

きっぷを買って、かいだんをおりました。あかるい電とうが、たく
さん付いています。プラットホームでは、ちいさなな台の上で、
新聞やざっしを賣っています。ちょうど、にいさんくらいの男の子
でした。
白い矢じるしのあるところで、二列にならんでまちました。
このあたまの上を、電車や自動車が走ったり、川がながれ

ていたりするのだ、と思うとゆかいです。せんろのむこうをのぞい
てみたら、まっくらで、遠くにぽつんとあかりがみえました。
「つかれたかい。だいぶあるいたからね。」にいさんが、わらいな
がらいいました。「ぼく、もっとみてあるきたいぐらいだ。」「わた
し、ちっともくたびれないわ。」みつこさんは、また目をくりくりさせ
て、りきみました。
遠くの方からコトコトとレールのなる音が、つたわってきます。

やがて、その音が大きくなると、ゴーッというひびきがして、電車
がはいってきました。三だいれんけつです。 戸が開くと、人が
どっとおりてきました。まっていた人たちも、じゅんじょよく乗りこみ
ます。
｢ピーッ。」するすると動きだしました。ざせきがなかったので、



四人は、まどのところに立ちました。トンネルくらいのかべの、とこ
ろどころぬともっている小さなあかりが、矢のようにすぎていきま
す。


